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太
平
経
鈔
丁
部
巻
之
四
︵4/2a/3

Ộ4/3b/2

︶ 
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
五
日
澢
土
澣 

担
当 

劉 

⻘ 
 

﹇
原
⽂
﹈ 

分
別
四
治
澤
夫
帝
王
之
潻
士
失
潼澆
仕
大
澇
臣
皆
當
老

澢
一
澣

澤
少
子
本
非
理

澢
二
澣

世
人
也
潺
吾

澢
三
澣

見
天
氣
澤

間
者
比
連
不
調
澤
或
過
在
仕
臣
失
實
澤
令

澢
四
澣

使
時
氣
不
調
澤
人
君
不
明
澤
災
害
並
行
澤
道
人
亦
傷
潺
令
天

地
三
光
澤
尚
爲
其
病
澤
故
無
正
明
澤
道
士
於
自
逃

澢
五
澣

澤
獨
得
不
傷
澤
故
吾
雖
獨
蒙
天
私
久
存

澢
六
澣

澤
常
不
敢

自
保
潺
初
少
︿
已
﹀︹
以
︺
來

澢
七
澣

澤
事
師
問
事
澤
無
能
悉
解
之

澢
八
澣

潺
天
師
解
決
其
要
意

澢
九
澣

澤
恐
無
復
得
知

之
澢
一
〇
澣

潺 

夫
治
者
有
四
法
澤
有
天
理
澤
有
地
理
澤
有
人
理
澤
三
氣
極
澤
然
後
蚑

澢
一
一
澣

行
萬
物
理
也
潺
願
聞
其
意
潺
天

理
者
澤
其
臣
老
澤
君
乃
父
事
其
臣
也

澢
一
二
澣潺

夫
臣
卑
澤
何
故
師
父
事
之
哉

澢
一
三
澣潺

但
位
卑
澤
道
德
尊
重

澢
一
四
澣澤

師
父
事
之
者
澤
乃
師
其
道
德
澤
當
以

澢
一
五
澣

合
策
而
平
天
下
也
潺
地
理
者
澤
友
事
其
臣
澤
若
以
同
志
同
心
者

澢
一

六
澣

澤︹
地
者
︺
陰
順

澢
一
七
澣

澤
母
子
同
列
同
胞

澢
一
八
澣

同
憂
澤
臣
雖
位
卑
澤
其
德
和
平
君
之
治

澢
一
九
澣

潺
人
治
者
澤
卑

其
用
澤
臣
少
小
小
澤
象
父
生
子
澤
子
少
小
澤
未
能
爲
父
作
策
澤
故
亂
小
矣

澢
二
〇
澣

潺 

 

﹇
校
勘
﹈﹃
太
平
經
﹄
巻
五
⼗
三 

分
別
四
治
法
第
七
⼗
九 

︵
⼀
︶
夫
帝
王
之
士
失
臣
皆
當
老
⽇
經
作
﹁
夫
帝
王
之
仕
⼤
⾂
皆
當
⽼
﹂︒ 

︵
⼆
︶
理
澧
經
作
﹁
治
﹂︑
後
文
﹁
理
﹂
皆
作
﹁
治
﹂︒ 

︵
三
︶
吾
上
有
﹁
何
爲
問
此
哉
﹂
五
字
潺 

澢
四
澣
令
澧
經
作
﹁
今
﹂︒ 

澢
五
澣
道
士
於
自
逃
澧
令
澧
經
作
﹁
道
士
於
何
自
逃
﹂ 

澢
六
澣
故
吾
雖
獨
蒙
天
私
久
存
澧
經
作
﹁
故
吾
雖
得
獨
蒙
天
私
久
存
﹂ 

澢
七
澣
初
少
已
來
澧
經
作
﹁
初
少
以
來
﹂ 

澢
八
澣
無
能
悉
解
之
澧
經
作
﹁
無
能
悉
解
之
者
﹂潺 

澢
九
澣
天
師
解
決
其
要
意
澧
經
作
﹁
今
不
冒
慚
︐
重
問
於
天
師
︐
解
訣
其
要
意
﹂︒ 

澢
一
〇
澣
恐
無
復
得
知
之
澧
經
作
﹁
恐
遂
無
復
以
得
知
之
也
﹂潺 

澢
一
一
澣
蚑
澧
經
作
﹁
跂
﹂︑
後
文
﹁
蚑
﹂
皆
作
﹁
跂
﹂︒ 

澢
一
二
澣
君
乃
父
事
其
臣
也
澧
經
作
﹁
君
乃
⽗
事
其
⾂
︐
師
事
其
⾂
也
﹂潺 

澢
一
三
澣
夫
臣
卑
澤
何
故
師
父
事
之
哉
澧
經
作
﹁
夫
⾂
迺
卑
︐
何
故
師
⽗
事
之
乎
哉
﹂潺 

澢
一
四
澣
但
位
卑
澤
道
德
尊
重
澧
經
作
﹁
但
其
位
者
卑
下
︐
道
德
者
尊
重
﹂潺 

澢
一
五
澣
以
澧
經
作
﹁
與
其
﹂潺 

澢
一
六
澣
若
以
同
志
同
心
者
澧
經
作
﹁
若
與
其
同
志
同
⼼
也
﹂潺 

澢
一
七
澣
陰
順
澧
經
作
﹁
地
者
陰
順
﹂潺 

澢
一
八
澣
同
胞
澧
經
作
﹁
同
苞
﹂ 

澢
一
九
澣
其
德
和
平
君
之
治
澧
經
作
﹁
其
德
⽽
和
︐
和
平
其
君
之
治
﹂潺 

澢
二
〇
澣
象
父
生
子
澤
子
少
小
澤
未
能
爲
父
作
策
澤
故
亂
小
矣
澧
經
作
﹁
象
⽗
⽣
其
⼦
︐
⼦
少
澤
未
能
爲
⽗
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作
策
也
︐
故
其
治
⼩
亂
矣
︒
﹂潺 

＊
敦
煌
本S
四
⼆
⼆
六
所
載
之
⽬
録
作
﹁
太
平
部 

第
四
︿
丁
部
十
七
卷
﹀・
太
平
經
卷
第
五
十
三
分
別
四
治

第
八
十
﹂ 

 

﹇
訓
読
﹈ 

分
別
四
治
︑
夫
れ
帝
王
之
⼤
⾂
に
仕
え
る
は
皆 

當
に
⽼
た
る
べ
し
︑
少
⼦
は
本 

世
⼈
を
理
む
る
に
あ

ら
ざ
る
な
り
︒
吾
は
天
気
を
⾒
る
に
︑
間
者
︵
し
ば
ら
く
︶︑
⽐
連
し
て
調
は
ず
︑
或
い
は
過
ち
仕
⾂
の
實

を
失
ふ
に
在
り
︑
時
氣
を
し
て
調
は
ず
︑
⼈
君
を
し
て
明
な
ら
ず
︑
災
害
を
し
て
並
び
に
⾏
ひ
︑
道
⼈
を
亦

た
傷
つ
け
し
む
︒天
地
三
光
を
し
て
︑尚
は
其
病
を
爲
し
︑故
に
正
明
な
く
︑道
⼠
に
於
い
て
⾃
ら
逃
が
れ
︑

独
り
傷
つ
か
ざ
る
を
得
︑
故
に
吾
獨
り
天
の
私
を
蒙
り
て
久
し
く
存
す
る
と
雖
も
︑
常
に
敢
へ
て
⾃
ら
保
た

ず
︒初
少
以
來
︑師
に
事
へ
て
事
を
問
い
︑能
く
悉
く
之
を
解
す
る
な
し
︒天
師
其
の
要
意
を
解
決
す
る
も
︑

恐
ら
く
復
た
之
を
知
る
を
得
る
こ
と
無
か
ら
ん
︒ 

夫
れ
治
と
は
四
法
あ
り
︑
天
理
あ
り
︑
地
理
あ
り
︑
⼈
理
あ
り
︑
三
気 

極
ま
れ
ば
︑
然
る
後 

蚑
⾏
萬

物
理
な
り
︒
願
は
く
は
其
の
意
を
聞
か
ん
︒
天
理
と
は
︑
其
の
⾂ 
⽼
な
れ
ば
︑
君
は
乃
ち
其
の
⾂
に
⽗
事

す
︒
夫
れ
⾂
は
卑
し
け
れ
ば
︑
何
の
故
に
師
⽗
と
し
て
之
に
事
ふ
る
や
︒
但
し
︑
位
卑
し
き
も
︑
道
徳
尊
重

な
れ
ば
︑
師
⽗
と
し
て
之
に
事
ふ
る
は
︑
乃
ち
其
の
道
徳
を
師
と
し
︑
當
に
以
て
合
策
し
て
天
下
を
平
ら
ぐ

る
べ
き
な
り
︒
地
理
と
は
︑
友
と
し
て
其
の
⾂
に
事
ふ
る
こ
と
︑
す
な
わ
ち
以
て
志
を
同
じ
く
⼼
を
同
じ
く

す
る
者
の
若
し
︒
地
と
は
陰
順
な
り
︑
⺟
⼦
列
を
同
じ
く
し
︑
胞
を
同
じ
く
し
︑
憂
ひ
を
同
じ
く
し
︑
⾂
位

卑
し
と
雖
も
︑
其
の
徳 

君
の
治
を
平
和
す
︒
⼈
治
と
は
︑
其
の
⽤
を
卑
し
と
し
︑
⽗
が
⼦
を
⽣
み
︑
⾂
の

少
⼩
を
⼩
し
︑
未
だ
⽗
の
爲
に
策
を
作
る
能
は
ざ
る
に
象
り
︑
故
に
亂
⼩
な
り
︒ 

 ﹇
現
代
語
訳
﹈ 

分
別
四
治
︑
そ
も
そ
も
帝
王
は
⼤
⾂
に
仕
え
る
の
は
皆
が
年
配
者
で
あ
る
べ
き
で
︑
若
者
が
も
と
も
と
世

⼈
を
治
め
る
の
で
は
な
い
︒
私
は
天
気
を
⾒
て
︑
最
近
︑
連
続
で
不
調
で
あ
り
︑
も
し
か
し
た
ら
過
ち
が
仕

⾂
が
事
實
を
失
っ
た
点
に
あ
り
︑
時
氣
が
不
調
で
︑
⼈
君
が
不
明
で
︑
災
難
が
連
續
し
て
起
こ
り
︑
道
⼈
も

ま
た
傷
つ
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
︒
天
地
三
光
す
ら
そ
の
た
め
に
損
わ
れ
︑
そ
れ
だ
か
ら
正
明
が
な
く
な
り
︑

道
⼠
が
逃
げ
て
独
り
傷
つ
か
な
い
こ
と
が
で
き
た
︒
だ
か
ら
私
だ
け
が
天
に
恵
ま
れ
て
⻑
く
⽣
き
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
て
も
︑い
つ
も
⾃
分
で
守
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
︒⼩
さ
い
頃
か
ら
︑師
に
仕
え
て
事
を
尋
ね
︑

全
て
解
決
す
る
の
が
で
き
な
か
っ
た
︒
天
師
は
そ
の
要
意
を
解
決
し
た
が
︑
ま
た
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
︒ 

そ
も
そ
も
治
め
る
に
は
四
法
が
あ
り
︑
天
理
が
あ
り
︑
地
理
が
あ
り
︑
⼈
理
が
あ
り
︑
そ
し
て
三
気
が
極

ま
れ
ば
︑
そ
の
後
で
蚑
⾏
萬
物
理
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
を
聞
き
た
い
︒
天
理
と
は
︑
そ
の
⾂
が
⽼
で
あ
れ
ば

が
︑
君
は
そ
れ
で
彼
に
⽗
と
し
て
仕
え
る
︒
そ
も
そ
も
⾂
の
⾝
分
が
低
い
の
に
︑
何
故
君
が
師
⽗
と
し
て
彼

に
仕
え
る
の
か
︒
但
し
︑
彼
の
地
位
は
低
い
が
︑
道
徳
は
貴
い
の
で
︑
師
⽗
と
し
て
彼
に
仕
え
る
の
は
︑
す

な
わ
ち
そ
の
道
徳
を
師
と
す
る
の
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
で
策
を
合
わ
せ
て
天
下
を
平
定
す
る
べ
き
も
の
で
あ

る
︒
地
理
と
は
︑
友
と
し
て
そ
の
⾂
に
仕
え
︑
志
を
同
じ
く
し
⼼
を
同
じ
く
す
る
︒
地
は
陰
順
で
あ
り
︑
⺟
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⼦
が
列
を
同
じ
く
し
︑
胞
を
同
じ
く
し
︑
憂
い
を
同
じ
く
し
︑
⾂
の
⾝
分
が
低
い
と
い
っ
て
も
︑
そ
の
道
徳

が
君
の
治
を
和
ら
げ
る
︒
⼈
治
と
は
︑
そ
の
作
⽤
を
低
く
み
な
し
︑
⾂
の
若
さ
を
⼩
さ
く
す
る
︒
⼦
供
が
⽣

ま
れ
た
が
ま
だ
⼩
さ
く
︑
ま
だ
⽗
の
爲
に
計
策
を
作
る
の
が
で
き
な
い
よ
う
に
︑
そ
れ
だ
か
ら
︑
⼩
さ
い
混

亂
が
⽣
じ
る
︒ 

 

﹇
注
釈
﹈ 

○	

時
氣
不
調 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
⼀
⼗
六 
某
訣
第
⼆
百
四
﹁
時
氣
者
︐
即
天
地
之
所
響
︐
所
興
爲
也
︒
﹂﹁
時
氣
者
︐

正
天
之
時
氣
也
︒
﹂ 

○	

道
⼈ 

 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
壬
部
﹁
上
古
第
⼀
神
⼈
︑
第
⼆
真
⼈
︑
第
三
仙
⼈
︑
第
四
道
⼈
︐
皆
象
天
得
真
道
意
︒
﹂ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
七
⼗
⼀ 

致
善
除
邪
令
⼈
受
道
戒
⽂
第
⼀
百
⼋
﹁
六
⼈
⽣
各
⾃
有
命
︐
⼀
爲
神
⼈
︐
⼆
爲
真

⼈
︐
三
爲
仙
⼈
︐
四
爲
道
⼈
︐
五
爲
聖
⼈
︐
六
爲
賢
⼈
︐
此
皆
助
天
治
也
︒
神
⼈
主
天
︐
真
⼈
主
地
︐
仙
⼈

主
⾵
⾬
︐
道
⼈
主
教
化
吉
凶
︐
聖
⼈
主
治
百
姓
︐
賢
⼈
輔
助
聖
⼈
︐
理
萬
⺠
錄
也
︐
給
助
六
合
之
不
⾜
也
︒
﹂ 

○	

三
光 

﹃
莊
⼦
﹄
雜
篇
﹁
上
法
圓
天
以
順
三
光
︐
下
法
⽅
地
以
順
四
時
︐
中
和
⺠
意
以
安
四
鄉
︒
﹂ 

﹃
太
平
経
﹄
巻
⼀
百
九
⼗ 

不
忘
誡
⻑
得
福
訣
第
⼀
百
九
⼗
﹁
天
以
三
明
名
⽇
⽉
星
︐
下
照
中
和
及
地
下
︐

無
有
懈
息
︒
﹂ 

○	

正
明 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
三 

⼤
⼩
諫
正
法
第
五
⼗
九
﹁
三
光
⼩
諫
⼩
事
星
變
⾊
︐
⼤
諫
三
光
失
度
無
明
︐
諫
⽽

不
從
︐
因
⽽
消
亡
矣
︒
﹂ 

○	

三
氣 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部 

名
爲
神
訣
書
﹁
太
陰
︑
太
陽
︑
中
和
三
氣
共
爲
理
︐
更
相
感
動
︐
⼈
爲
樞
機
︐
故
當

深
知
之
︒
﹂ 

○	

蚑
⾏ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
三
⼗
六 

三
急
吉
凶
法
第
四
⼗
五 

 

﹁
真
⼈
前
︐
蚑
⾏
之
屬
有
幾
何
⼤
急
？
幾
何
⼩
急
？
幾
何
不
急
乎
？
﹂﹁
跂
⾏
俱
受
天
地
陰
陽
統
⽽
⽣
﹂ 

○	

⽗
事 

﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上 

﹁
年
⻑
以
倍
則
⽗
事
之
︐
⼗
年
以
⻑
則
兄
事
之
︐
五
年
以
⻑
則
肩
隨
之
︒
群
居
五
⼈
︐

則
⻑
者
必
異
席
︒
﹂ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
五
⼗
三 

分
別
四
治
法
第
七
⼗
九
﹁
⽗
事
之
者
︐
乃
若
⼦
取
教
於
嚴
⽗
也
︐
乃
若
弟
⼦
受
教

於
明
師
也
︐
當
得
其
⼼
中
密
策
祕
⾔
聖
⽂
︐
以
平
天
下
︐
以
謝
先
祖
︐
宗
廟
以
享
⾷
之
︐
其
德
以
報
天
重
功
︐

故
能
得
天
下
之
⼼
︐
陰
陽
調
和
︐
災
害
斷
絕
也
︒
﹂ 

○	

⾂
卑 

﹃
太
平
經
﹄
卷
九
⼗
六 

守
⼀
⼊
室
知
神
戒
第
⼀
百
五
⼗
⼆
﹁
以
尊
卑
仕
⾂
︐
各
得
其
處
也
︒
﹂ 

○	

師
事
︐
友
事 
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﹃
戰
國
策
﹄
燕
策 

﹁
郭
隈
先
⽣
對
⽈
︑
帝
者
與
師
處
︐
王
者
與
友
處
︐
霸
者
與
⾂
處
︐
亡
國
與
役
處
︒
﹂ 

○	
地
者
陰 

﹃
太
平
經
﹄
卷
⼀
百
⼆ 

位
次
傳
⽂
閉
絕
即
病
訣
第
⼀
百
六
⼗
六
﹁
地
者
︐
陰
也
︐
常
受
施
︐
⻄
北
爲
極
陰

也
︒
﹂ 

○	

⺟
⼦ 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
⼋ 
三
合
相
通
訣
第
六
⼗
五 

﹁
故
君
爲
⽗
︐
象
天
；
⾂
爲
⺟
︐
象
地
；
⺠
爲
⼦
︐
象

和
︒
﹂ 
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﹇
原
⽂
﹈ 

夫
治
天
下
者
澤
視
天
下
之
臣
澤
皆
師
父
也

澢
一
澣

潺
故
父
愛
其
子

澢
二
澣

澤
何
有
危
時
潺
師

澢
三
澣

父
皆
能
爲
其
子
解

八
方
之
患
難
澤
何
有
失
時

澢
四
澣潺

象
地
理
者
澤
天
下
之
臣
澤
皆
君
之
友
也

澢
五
澣潺

夫
同
志
合
策
為
交
澤
同
憂
患
澤

欲
共
安
其
位
潺
地
者
澤
順
而
承
上
澤
悉
承
天
意

澢
六
澣

澤
皆
得
天
心
澤
何
有
不
安
時
乎
潺
象
人
理
者
澤
得
中
和
之

氣
潺
和
者
澤
可
進
可
退
難
知
潺 

象
子
少
澤
未
能
爲
父
計
也
澤
欺
其
父
也
潺
臣
少
澤
未
能
爲
君
深
計
澤
故
欺
其
君

澢
七
澣

潺
少
者
澤
生
日
月
少
澤

爲
澢
八
澣

學
又
淺
澤
未
有
可
畏
澤
故
欺
也
澤
故
治
︿
少
﹀︹
⼩
︺
亂
矣

澢
九
澣

潺
象
蚑
行
理
者
澤
無
︿
理
﹀︹
禮
︺
義

澢
一
〇
澣

澤
萬
物
者
少
知
澤
無
有
道
德
潺
夫
蚑
行
萬
物

澢
一
一
澣

澤
無
有
上
下
澤
取
勝
而
已
澤
故
亂
敗
矣

澢
一
二
澣

潺
象
天

理
者
澤︿
人
﹀︹
仁
︺澢

一
三
澣

好
生
不
傷
潺
地

澢
一
四
澣

理
者
澤
順
善
而
成
小
傷
潺
象
人
理
者
澤
相
利
多
欲
澤
數
相
賊

傷
澤
相
欺
殆

澢
一
五
澣

潺
象
蚑
行
理
者

澢
一
六
澣

澤
終
無
成
功
澤
無
有
上
下

澢
一
七
澣

澤
取
勝
而
已
潺 

 

﹇
校
勘
﹈﹃
太
平
經
﹄
巻
五
⼗
三 

分
別
四
治
法
第
七
⼗
九 

澢
一
澣
夫
治
天
下
者
澤
視
天
下
之
臣
澤
皆
師
父
也
澧
經
作
﹁
象
天
治
者
︐
天
下
之
⾂
︐
盡
國
君
之
師
⽗
也
﹂潺 

澢
二
澣
故
父
愛
其
子
澧
經
作
﹁
故
⽗
事
之
︐
⼈
愛
其
⼦
﹂潺 

澢
三
澣
師
上
有
﹁
夫
﹂
一
字
潺 

澢
四
澣
何
有
失
時
澧
經
作
﹁
何
有
失
時
也
﹂潺 

澢
五
澣
皆
君
之
友
也
澧
經
作
﹁
皆
國
君
之
友
也
﹂潺 

澢
六
澣
悉
承
天
意
澧
經
作
﹁
悉
承
天
志
意
﹂潺 

澢
七
澣
故
欺
其
君
澧
經
作
﹁
故
欺
其
君
也
﹂潺 

澢
八
澣
爲
澧
經
作
﹁
人
﹂潺 

澢
九
澣
故
治
少
亂
矣
澧
經
作
﹁
故
其
治
⼩
亂
矣
﹂潺 

澢
一
〇
澣
象
蚑
行
理
者
澤
無
理
義
澧
經
作
﹁
象
跂
⾏
萬
物
治
者
︐
跂
⾏
者
無
禮
義
﹂潺 

澢
一
一
澣
夫
蚑
行
萬
物
澧
經
作
﹁
夫
跂
⾏
萬
物
之
性
﹂潺 

澢
一
二
澣
故
亂
敗
矣
澧
經
作
﹁
故
使
亂
敗
矣
﹂潺 

澢
一
三
澣
人
澧
經
作
﹁
仁
﹂潺 

澢
一
四
澣
地
上
有
﹁
象
﹂
一
字
潺 

澢
一
五
澣
殆
澧
經
作
﹁
怠
﹂潺 

澢
一
六
澣
象
蚑
行
理
者
澧
經
作
﹁
象
跂
⾏
萬
物
⽽
治
者
﹂潺 

澢
一
七
澣
上
下
澧
經
作
﹁
⼤
⼩
﹂潺 

 

﹇
訓
読
﹈ 

夫
れ
天
下
を
治
む
る
者
︑
天
下
の
⾂
を
視
れ
ば
︑
皆 

師
⽗
た
る
な
り
︒
故
に
⽗ 

其
の
⼦
を
愛
す
る
に
︑

何
ぞ
危
時
あ
ら
ん
や
︒
師
⽗ 

皆 

能
く
そ
の
⼦
の
為
に
⼋
⽅
の
患
難
を
解
き
︑
何
ぞ
失
時
あ
ら
ん
や
︒
地

理
に
象
る
と
は
︑
天
下
の
⾂
︑
皆 

君
の
友
な
り
︒
夫
れ
志
を
同
じ
く
し
合
策
し
て
交
わ
り
を
爲
し
︑
憂
患

を
同
じ
く
し
︑
共
に
其
の
位
を
安
ん
ぜ
ん
と
欲
す
︒
地
と
は
︑
順
い
て
上
を
承
け
︑
悉
く
天
意
を
承
け
︑
皆 

天
⼼
を
得
れ
ば
︑
何
ぞ
不
安
の
時
あ
ら
ん
や
︒
⼈
理
に
象
る
と
は
︑
中
和
の
氣
を
得
︒
和
と
は
進
む
べ
く
退
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け
る
べ
き
こ
と
を
知
り
難
し
︒ 

⼦
少
︵
わ
か
︶
く
︑
未
だ
⽗
の
た
め
計
ら
ざ
る
な
り
︑
そ
の
⽗
を
欺
く
に
象
る
︒
⾂ 

少
く
︑
未
だ
君
の

た
め
深
く
計
ら
る
能
わ
ず
︑
故
に
そ
の
君
を
欺
く
︒
少
者
︑
⽣
れ
し
⽇
⽉
が
少
︵
す
く
︶
く
︑
学
を
為
す 

⼜ 

淺
し
︑
未
だ
畏
る
る
べ
し
が
有
ら
ず
︑
故
に
欺
く
な
り
︑
故
に
治
め
て
⼩
亂
な
り
︒
蚑
⾏
理
に
象
る
と
は
︑

禮
義
な
く
︑
萬
物
と
は
知
少
な
く
︑
道
徳
有
る
無
し
︒
夫
れ
蚑
⾏
萬
物
と
は
︑
上
下
有
る
無
く
︑
勝
を
取
る

の
み
︑
故
に
亂
敗
す
る
な
り
︒
天
理
に
象
る
と
は
︑
仁 

⽣
を
好
み
︑
傷
つ
け
ず
︒
地
理
と
は
︑
善
に
順
ひ

て
⼩
傷
を
な
す
︒
⼈
理
に
象
る
と
は
︑
相
利
多
欲
︑
數
々
相 

賊
傷
し
︑
相 

欺
殆
す
︒
蚑
⾏
理
に
象
る
と

は
︑
終
わ
り
に
成
功
無
く
︑
上
下
有
る
無
く
︑
勝
を
取
る
の
み
︒ 

 ﹇
現
代
語
訳
﹈ 

そ
も
そ
も
天
下
を
治
め
る
者
は
︑
天
下
の
⾂
を
す
べ
て
師
⽗
と
⾒
な
す
︒
も
と
も
と
⽗
は
そ
の
⼦
を
愛
す

る
の
に
︑
ど
う
し
て
危
な
い
時
が
あ
る
だ
ろ
う
か
︒
師
⽗
は
み
な
そ
の
⼦
の
為
に
様
々
な
困
難
を
解
決
し
︑

ど
う
し
て
時
機
を
失
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
︒
地
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
天
下
の
⾂
が
す
べ
て
君
の
友
で
あ

る
︒
そ
も
そ
も
志
を
同
じ
く
し
︑
策
を
合
わ
せ
て
付
き
合
い
︑
憂
い
を
同
じ
く
し
︑
共
に
そ
の
位
を
定
め
よ

う
と
望
ん
で
い
る
︒
地
は
上
の
意
向
に
従
い
︑
全
て
天
意
を
受
け
︑
み
な
天
⼼
を
⼿
に
⼊
れ
た
な
ら
ば
︑
ど

う
し
て
不
安
の
時
が
あ
る
だ
ろ
う
か
︒
⼈
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
中
和
の
氣
を
⼿
に
⼊
れ
る
︒
和
と
は
︑
進
ん

で
よ
い
の
か
︑
退
け
て
よ
い
の
か
を
知
り
難
い
︒ 

⼦
が
若
く
︑
ま
だ
⽗
の
爲
に
推
し
量
ら
な
く
︑
⽗
を
騙
す
よ
う
で
あ
る
︒
⾂
が
若
く
︑
ま
だ
君
の
爲
に
深

く
推
し
量
ら
な
い
た
め
︑
君
を
騙
す
︒
若
者
は
︑
年
が
低
く
︑
学
問
も
淺
く
︑
ま
だ
恐
れ
る
も
の
が
な
い
︒

そ
れ
だ
か
ら
君
を
騙
し
︑
そ
の
統
治
に
⼩
亂
が
あ
る
︒
蚑
⾏
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
禮
義
が
な
い
︒
萬
物
は
知

識
が
少
な
く
て
道
徳
も
な
い
︒
そ
も
そ
も
蚑
⾏
萬
物
は
︑
上
下
関
係
が
な
く
︑
た
だ
勝
ち
取
る
の
み
で
あ
り
︑

そ
れ
だ
か
ら
亂
敗
に
な
る
︒
天
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
仁
で
あ
り
︑
⽣
を
好
み
︑
傷
つ
か
な
い
︒
地
理
は
︑
善

に
従
い
︑
⼩
さ
い
傷
に
な
る
︒
⼈
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
お
互
い
に
役
に
⽴
ち
︑
欲
が
多
く
︑
よ
く
お
互
い
に

傷
つ
け
︑
お
互
い
に
騙
す
︒
蚑
⾏
理
を
ま
ね
る
の
は
︑
結
局
成
功
で
き
な
く
︑
上
下
も
な
く
︑
勝
ち
取
る
の

み
で
あ
る
︒ 

 

﹇
注
釈
﹈ 

○	

失
時 

﹃
論
語
﹄
陽
貨
﹁
好
從
事
⽽
亟
失
時
︐
可
謂
知
乎
︒
﹂ 

○	

悉
承
天
意 

﹃
墨
⼦
﹄
天
志
上
﹁
順
天
意
者
︐
兼
相
愛
︐
交
相
利
︐
必
有
賞
︒
﹂ 

○	

中
和
之
氣 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
⼋ 

三
合
相
通
訣
第
六
⼗
五
﹁
天
氣
悅
下
︐
地
氣
悅
上
︐
⼆
氣
相
通
︐
⽽
爲
中
和
之
氣
︐

相
受
共
養
萬
物
︐
無
復
有
害
︐
故
⽈
太
平
︒
﹂ 

○	

和
者
︐
可
進
可
退
難
知 

﹃
太
平
經
﹄
卷
四
⼗
七 

服
⼈
以
道
不
以
威
訣
第
六
⼗
四
﹁
⼈
以
和
治
︐
故
進
退
多
便
其
辭
澤
變
易
無
常
故
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也
︒
﹂ 

○	
⼩
亂 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部 

以
樂
卻
災
法
﹁
賢
聚
致
治
平
︐
衆
⽂
聚
則
治
⼩
亂
︐
五
兵
聚
其
治
⼤
敗
︒
﹂ 

○	

禮
義 

﹃
孟
⼦
﹄
盡
⼼
下
﹁
無
禮
義
︐
則
上
下
亂
︒
﹂ 

○	

象
天
理
者
︐
仁
好
⽣
不
傷
︒
地
理
者
︐
順
善
⽽
成
⼩
傷 

﹃
論
語
﹄
⾥
仁
﹁
唯
仁
者
能
好
⼈
︐
能
惡
⼈
︒
﹂ 

﹃
太
平
經
鈔
﹄
⼄
部 

闕
題
﹁
欲
仁
好
⽣
︐
象
天
道
也
；
⾂
欲
柔
⽽
順
好
養
︐
法
地
道
也
︐
即
善
應
出
矣
︒
﹂ 

○	

相
利 

﹃
墨
⼦
﹄
兼
愛
中
﹁
⼦
墨
⼦
⾔
⽈
⽇
以
兼
相
愛
交
相
利
之
法
易
之
︒
﹂ 

○	

賊
傷 

﹃
墨
⼦
﹄
號
令
﹁
詐
為
⾃
賊
傷
以
辟
事
者
︐
族
之
︒
﹂ 

﹃
論
衡
﹄
物
勢
﹁
⽕
不
爍
⾦
︐
⾦
不
成
器
︐
故
諸
物
相
賊
相
利
︒
﹂ 

 

﹇
付
録
﹈ 

﹃
太
平
経
合
校
﹄
太
平
経
巻
五
⼗
三
分
別
四
治
法
第
七
⼗
九 

真
⼈
純
稽
⾸
戰
慄
︐﹁
吾
今
欲
有
所
復
問
︐
⾮
道
事
也
︒
⾒
明
師
⾔
︐
事
無
不
解
訣
者
︐
故
乃
敢
冒
慚
復

前
︐
有
可
問
疑
⼀
事
︐
何
等
？
﹂﹁
平
⾏
︐
吾
即
爲
⼦
說
矣
︒
﹂︿
起
﹀﹁
夫
帝
王
之
仕
⼤
⾂
皆
當
⽼
︐
少
⼦

本
⾮
治
世
⼈
也
︒
﹂﹁
何
爲
問
此
哉
？
吾
⾒
天
氣
︐
間
者
⽐
連
不
調
︒
或
過
在
仕
⾂
失
實
︐
令
使
時
氣
不
調
︐

⼈
君
不
明
︐
災
害
竝
⾏
︐
道
⼈
亦
傷
︒
今
天
地
三
光
︐
尚
爲
其
病
︐
故
無
正
明
︐
道
⼠
於
何
⾃
逃
︐
獨
得
不

傷
︒
故
吾
雖
得
獨
蒙
天
私
久
存
︐
常
不
敢
⾃
保
︒
﹂﹁
初
少
以
來
︐
事
師
問
事
︐
無
能
悉
解
之
者
︒
今
不
冒

慚
︐
重
問
於
天
師
︐
解
訣
其
要
意
︐
恐
遂
無
復
以
得
知
之
也
︒︿
⽌
﹀
恩
唯
明
師
既
加
︐
不
得
已
爲
弟
⼦
說

其
所
不
及
︒
﹂﹁
善
哉
！
⼦
之
⾔
也
︒
今
旦
⾒
⼦
之
⾔
︐
吾
知
太
平
之
治
已
到
矣
︒
然
︐
吾
且
悉
⾔
之
︐
⼦

隨
⽽
詳
記
之
︒
﹂︿
起
﹀﹁
夫
治
者
有
四
法
⽇
有
天
治
︐
有
地
治
︐
有
⼈
治
︐
三
氣
極
︐
然
後
跂
⾏
萬
物
治
也
︒

願
聞
其
意
︒
﹂﹁
天
治
者
︐
其
⾂
⽼
︐
君
乃
⽗
事
其
⾂
︐
師
事
其
⾂
也
；
夫
⾂
迺
卑
︐
何
故
師
⽗
事
之
乎
哉
？

但
其
位
者
卑
下
︐
道
德
者
尊
重
︐
師
⽗
事
之
者
︐
乃
事
其
道
德
︐
當
與
其
合
策
⽽
平
天
下
也
︒
地
治
者
︐
友

事
其
⾂
︐
若
與
其
同
志
同
⼼
也
；
地
者
陰
順
︐
⺟
⼦
同
列
︐
同
苞
同
憂
︐
⾂
雖
位
卑
︐
其
德
⽽
和
︐
和
平
其

君
之
治
︒
⼈
治
者
卑
其
⽤
︐
⾂
少
⼩
⼩
︐
象
⽗
⽣
其
⼦
︐
⼦
少
未
能
爲
⽗
作
策
也
︐
故
其
治
⼩
亂
矣
︒︿
⽌
﹀ 

跂
⾏
萬
物
竝
治
者
︐
視
其
⾂
⼦
若
狗
︐
若
草
⽊
︐
不
知
復
詳
擇
⾂
⽽
仕
之
︐
但
遇
官
壹
仕
︐
名
爲
象
⼈
無

知
也
︐
何
故
乎
哉
？
象
⼈
者
︐
財
象
⼈
形
︐
苟
中
⽽
已
︐
不
爲
君
計
也
︐
故
善
爭
之
也
︒︿
起
﹀
象
天
治
者
︐

天
下
之
⾂
︐
盡
國
君
之
師
⽗
也
︐
故
⽗
事
之
︐
⼈
愛
其
⼦
︐
何
有
危
時
？
夫
師
⽗
皆
能
爲
其
⼦
解
⼋
⽅
之
患

難
︐
何
有
失
時
也
︒
象
地
治
者
︐
天
下
之
⾂
︐
皆
國
君
之
友
也
︒
夫
同
志
合
策
爲
交
︐
同
憂
患
︐
欲
共
安
其

位
；
地
者
︐
順
⽽
承
上
︐
悉
承
天
志
意
︐
皆
得
天
⼼
︐
何
有
不
安
時
乎
？
象
⼈
治
者
︐
得
中
和
之
氣
︐
和
者

可
進
可
退
難
知
︐
象
⼦
少
︐
未
能
爲
⽗
計
也
︐
欺
其
⽗
也
︒
⾂
少
︐
未
能
爲
君
深
計
︐
故
欺
其
君
也
︒
少
者
︐

⽣
⽤
⽇
⽉
少
︐
⼈
學
⼜
淺
︐
未
有
可
畏
︐
故
欺
也
︐
故
其
治
⼩
亂
矣
︒
象
跂
⾏
萬
物
治
者
︐
跂
⾏
者
無
禮
義
︐

萬
物
者
少
知
︐
無
有
道
德
︒
夫
跂
⾏
萬
物
之
性
︐
無
有
上
下
︐
取
勝
⽽
已
︐
故
使
亂
敗
矣
︒
象
天
治
者
︐
仁
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好
⽣
不
傷
︒
象
地
治
者
︐
順
善
⽽
成
⼩
傷
︒
象
⼈
治
者
︐
相
利
多
欲
︐
數
相
賊
傷
︐
相
欺
怠
︒
象
跂
⾏
萬
物

⽽
治
者
︐
終
無
成
功
︐
無
有
⼤
⼩
︐
取
勝
⽽
⼰
︒︿
⽌
﹀ 


